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令和３年度　一般会計当初予算

49.1億円
前年度当初比15.1億円（23.5％）の減

観光振興事業、ＳＤＧｓ事業の継続、
引き続き道路や橋梁、上下水道施設の計画的な補修を行う

　令和３年度で予算規模の大きな投資的事業は、国営緊急農地再編整備、近藤小学校改築、駅前の
町道歩道整備、橋梁改修、河川災害防止対策、防火水槽更新、水道施設更新、ＮＩＳＥＫＯ生活・
モデル地区整備の実施設計、新団地整備などを行います。
　令和２年度で新庁舎・防災センター建設工事が終了したことで、一般会計の予算が大きく下がり
ました。今後は市街地の水道管を計画的に更新するなどのインフラ整備が求められます。
　議会は、引き続き効果的な予算執行が行われているかどうかとともに、財政収支に着目していき
ます。

特別会計を含む全会計では57億6,070万円（前年度当初比19.8％減）の予算規模

３、４ページにおいて、当初（予算）とは、各年度（４月１日から翌年
３月 31日）の会計予算として、議会に提案され承認された最初の予算額。
令和２年度現計（予算）と、は令和２年度予算が年度の途中で予算補正
されたことによる、令和３年３月 18日現在の予算額。
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一般会計歳入（万円）

建設工事など大きな事業を行うときに
借り入れする

町債 3億9,070万円

自治体の実情に合わせて交付される
交付金など 1億7,710万円

道路や公営住宅の建設に伴う補助金など
国・道支出金 5億3,344万円

標準的な長の財政規模を定め、不足する
お金が国から交付される

地方交付税 21億400万円

給食費や様々な事業の実費負担など
諸収入 1億9,597万円

公営住宅料、ごみ処理手数料など
使用料・手数料ほか 2億8,727万円

基金（貯金）の繰り入れなど
繰入金 4億6,730万円

住民税・固定資産税など
町税 7億5,422万円

【令和３年度分】
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　令和３年度当初予算は、全議員で構成する予算特別委員会に付託されました。
　特別委員会は、３月10日に正副委員長の互選を行い、委員長に浜本和彦議員、副委員長に小松
弘幸議員を選出しています。
　審査は16日と17日、款ごとあるいは歳入または歳出ごとに区分し、慎重に審査を行いました。
　審査結果は令和３年度一般会計予算など全６会計とも原案のとおり可決すべきものとし、３月
18日の本会議採決では、全会一致で委員会の審査結果のとおり決しました。

令和３年度予算は、予算特別委員会で審査

特別会計の令和３年度と令和2年度予算比較（単位：万円）
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一般会計歳出

議会、災害復旧など
その他 5,046万円

商工、観光振興など
商工費 1億1,901円

消防活動、救急業務など
消防費 1億9,732万円

農地、農道整備、森林整備など
農林水産業費 2億413万円

簡易水道、健康づくり、ごみ処理など
衛生費 3億7,058万円

各学校、幼児センターの管理、スクール
バス、有島記念館の管理など

教育費 4億5,910万円

福祉事業など
民生費 5億2,443万円

除雪、道路建設維持、公営住宅管理など
土木費 6億3,707万円

町債（借金）の返済
公債費 7億1,938万円

ＳＤＧｓ事業、地域おこし協力隊経費、
人件費など

総務費 16億2,852万円

【令和３年度分】
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後期高齢者医療後期高齢者医療 6,0056,005

後期高齢者医療後期高齢者医療 6,1006,100

※�　予算に関する詳しい内容は、令和３年度版　ニセコ町予算説明書「もっと知りたいことしの仕事 2021」をご覧くだ
さい。５月１日に自治会を通じて配布しています。

歳出
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■
一
般
会
計

【
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
事
業
】

木
下
委
員　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

付
事
業
強
化
の
内
容
は
。

柏
木
企
画
環
境
課
参
事　

寄
付
の

入
口
と
し
て
返
礼
品
を
掲
載
す
る

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
件
数
を

増
や
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
職

員
が
担
っ
て
き
た
寄
付
金
の
受
領

に
関
連
す
る
業
務
を
外
部
委
託
す

る
。
返
礼
品
も
充
実
し
、
自
主
財

源
と
し
て
の
寄
付
額
増
を
目
指
す
。

斉
藤
委
員　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
返

礼
品
の
内
容
は
。
ま
た
寄
付
額
に

対
す
る
割
合
は
。

柏
木
企
画
環
境
課
参
事　

寄
付
の

件
数
・
寄
付
額
の
増
に
向
け
、
返

礼
品
の
種
類
は
更
に
増
や
し
た
い
。

返
礼
割
合
は
、
本
町
で
は
20
％
前

後
と
し
て
い
る
。

【
バ
ス
路
線
維
持
・
デ
マ
ン
ド
バ

ス
運
行
事
業
】

髙
瀨
委
員　

福
井
線
（
蘭
越
・
ニ

セ
コ
間
）
の
維
持
費
補
助
や
デ
マ

ン
ド
バ
ス
運
行
事
業
委
託
料
の
増

額
で
、
バ
ス
事
業
の
人
手
不
足
の

改
善
が
図
れ
る
か
。

柏
木
企
画
環
境
課
参
事　

バ
ス
業

界
は
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ

る
。
３
年
度
の
増
額
は
社
会
保
険

料
等
の
必
要
経
費
の
増
額
分
に
充

当
す
る
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
人
員

確
保
が
難
し
い
中
、
予
約
受
付
は

交
代
人
員
の
工
夫
を
し
つ
つ
、
昼

12
時
か
ら
１
時
の
間
は
受
付
を
休

止
し
て
対
応
し
て
い
る
。

【
防
災
体
制
強
化
】

篠
原
委
員　

大
規
模
地
震
や
自
然

災
害
で
の
避
難
で
コ
ロ
ナ
に
よ
る

新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、

防
災
会
議
で
検
討
す
る
の
か
。

青
田
防
災
専
門
官　

す
で
に
、
原

子
力
防
災
計
画
で
は
感
染
対
応
の

変
更
を
行
い
、
委
員
会
で
改
め
て

い
る
。
昨
年
10
月
に
行
っ
た
原
子

力
防
災
訓
練
の
実
施
結
果
を
含
め

て
提
案
し
て
い
く
。

【
地
域
資
源
活
用
に
向
け
た
調

査
・
実
証
試
験
業
務
委
託
】

榊
原
委
員　

地
域
資
源
活
用
の
委

託
内
容
は
。
ま
た
、
地
域
と
は
ニ

セ
コ
町
限
定
か
。

柏
木
企
画
環
境
課
参
事　

森
林
関

連
の
事
業
等
を
行
う
地
域
商
社
の

設
立
に
向
け
調
査
・
検
討
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
町

内
産
の
木
材
を
地
域
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
が
、
後
志
産
、

道
産
の
材
も
想
定
し
て
い
る
。

榊
原
委
員　

地
域
通
貨
も
実
用
化

す
る
の
か
。

柏
木
企
画
環
境
課
参
事　

ま
だ
検

討
中
で
あ
り
、
少
し
時
間
を
か
け

て
導
入
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
る
。

【
地
域
公
共
交
通
最
適
化
実
証
事

業
】

篠
原
委
員　

冬
季
バ
ス
運
行
は
国

の
補
助
を
受
け
な
が
ら
展
開
し
て

き
た
が
、
将
来
、
補
助
金
が
な
く

な
っ
た
後
の
展
開
は
。

柏
木
企
画
環
境
課
参
事　

令
和
２

年
度
は
市
街
地
の
経
路
の
見
直
し

な
ど
で
町
民
利
用
は
増
え
た
。
コ

ロ
ナ
で
収
入
は
減
っ
た
が
、
３
年

度
は
道
の
駅
ま
で
路
線
を
拡
大
し
、

乗
客
の
推
移
を
見
て
検
討
し
た
い
。

【
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
生
活
・
モ
デ
ル

地
区
推
進
事
業
補
助
】

榊
原
委
員　

同
事
業
の
内
容
は
。

柏
木
企
画
環
境
課
参
事　

テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
住
み
替
え
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
高
気

密
・
高
断
熱
住
宅
の
施
工
を
請
け

負
え
る
よ
う
町
内
工
務
店
を
対

象
と
し
た
研
修
会
の
経
費
等
で
、

(

株)

ニ
セ
コ
ま
ち
が
実
施
主
体
と

な
る
。

【
長
寿
祝
金
事
業
】

高
木
委
員　

喜
寿
、
米
寿
な
ど
の

長
寿
祝
金
を
減
額
し
た
理
由
と
、

変
更
内
容
を
町
内
へ
き
ち
ん
と
周

知
し
て
ほ
し
い
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

近
隣
町
村

と
比
べ
て
ニ
セ
コ
町
の
祝
金
は
額

が
大
き
か
っ
た
。
財
政
的
な
理
由

が
大
き
い
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
寿

大
学
の
代
表
者
な
ど
に
も
意
見
を

聞
い
て
減
額
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

【
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業
ほ
か
】

木
下
委
員　

昨
年
度
は
地
域
お
こ

し
起
業
人
推
進
事
業
と
な
っ
て
い

た
が
、
こ
の
表
現
が
な
く
な
っ
た

理
由
は
。
ま
た
、
今
年
度
の
予
算

書
に
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
）
と
い
う
言
葉
が
見
当
た

予算特別委員会質疑から

　予算特別委員会を設置して、令和３年度一般会計及び５特別会計予算の審議を行い、委

員長を除く９委員から多数の質疑がありました。

　慎重に審査した結果、予算特別委員会は令和３年度予算案を原案どおり採択すべきと決

しました。

　質疑の一部を掲載します。

町民参加の防災訓練のようす
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ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

島
﨑
財
政
係
長　

国
の
予
算
項
目

の
名
称
変
更
に
合
わ
せ
、
地
域
活

性
化
起
業
人
事
業
に
変
更
し
た
。

福
村
商
工
観
光
課
長　

な
お
、
参

考
と
し
て
だ
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い

て
は
国
の
予
算
が
縮
小
さ
れ
て
お

り
、
今
後
国
の
方
針
も
変
わ
っ
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
綺
羅
団
地
改
修
の
内
容
は
】

小
松
委
員　

綺
羅
団
地
改
善
工
事

の
内
容
は
。

黒
瀧
建
設
課
参
事　

綺
羅
団
地
１
、

２
号
棟
の
外
壁
及
び
屋
上
の
防
水

の
更
新
。
綺
羅
団
地
全
体
の
ベ
ラ

ン
ダ
手
す
り
を
木
製
か
ら
金
属
製

に
交
換
す
る
。

【
曽
我
公
園
の
利
用
方
法
が
変
わ

る
の
か
】

青
羽
委
員　

曽
我
公
園
の
修
繕
は
、

利
用
方
法
が
変
わ
る
か
ら
か
。

高
瀬
建
設
課
長　

近
年
、
町
内
で

民
間
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
が

進
ん
だ
こ
と
や
近
隣
の
住
宅
建
設

が
増
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
曽
我

公
園
で
の
宿
泊
を
伴
う
キ
ャ
ン
プ

を
禁
止
す
る
こ
と
に
し
た
。
周
知

を
行
う
看
板
設
置
の
費
用
と
す
る
。

大
人
の
キ
ャ
ン
プ
は
断
る
が
、
学

習
目
的
の
研
修
や
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

は
利
用
可
能
と
す
る
。

【
教
育
に
関
わ
る
各
種
会
議
の
今

後
の
展
開
】

高
木
委
員　

総
合
教
育
会
議
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）、

公
営
塾
の
展
開
、
外
部
評
価
な
ど
、

教
育
委
員
会
に
関
わ
る
多
く
の
会

議
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
レ
イ

マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
関
係
は
。

片
岡
教
育
長　

レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
は
、
教
育
の
専
門
家
だ

け
で
な
く
、
広
い
範
囲
で
地
域
住

民
の
声
を
受
け
止
め
る
こ
と
を
い

う
。
本
町
で
は
Ｃ
Ｓ
が
こ
れ
に
当

た
り
、
今
後
充
実
し
て
い
く
予
定
。

前
原
学
校
教
育
課
長　

外
部
評
価

は
、
教
育
委
員
会
で
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
の
評
価

を
行
っ
て
い
る
。

片
山
町
長　

教
育
委
員
会
は
行
政

と
独
立
し
た
機
関
で
あ
り
、
教
育

行
政
に
首
長
が
関
与
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
総
合
教
育
会

議
の
制
度
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、

首
長
の
考
え
を
教
育
委
員
に
も
伝

え
た
く
て
年
に
１
回
程
度
だ
が
実

施
し
て
い
る
。

【
中
学
校
の
部
活
動
指
導
員
制
度
】

小
松
委
員　

制
度
の
内
容
は
。
ま

た
、
ど
の
部
活
動
で
の
活
用
を
見

込
ん
で
い
る
か
。

前
原
学
校
教
育
課
長　

中
学
校
で

の
部
活
動
指
導
者
を
地
域
の
中
か

ら
求
め
る
制
度
。
卓
球
部
の
指
導

を
考
え
て
い
る
。
引
き
受
け
て
く

れ
る
人
が
い
れ
ば
、
他
の
部
で
も

導
入
し
た
い
。

髙
瀨
委
員　

現
状
で
も
、
陸
上
や

ス
キ
ー
な
ど
部
活
動
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
な
い
が
、
地
域
が
協
力

し
て
指
導
者
等
に
当
た
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

片
岡
教
育
長　

指
導
者
を
増
や
し

て
い
く
な
ど
、
協
力
者
を
発
掘
し

た
い
。

【
ニ
セ
コ
高
校
４
年
生
の
農
業
研

修
】

斉
藤
委
員　

ニ
セ
コ
高
校
４
年
生

の
農
業
研
修
先
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
と
し
た
理
由
は
。

前
原
学
校
教
育
課
長　

ニ
セ
コ
高

校
４
年
生
の
進
路
と
し
て
海
外
で

の
農
業
研
修
の
希
望
が
あ
り
、
学

校
で
相
談
し
て
決
定
し
た
。
受
け

入
れ
先
を
調
査
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
適
当
な
受

け
入
れ
先
が
あ
っ
た
。

【
町
史
編
纂
発
行
事
業
】

高
木
委
員　

開
町
１
２
０
周
年
と

い
う
こ
と
か
ら
当
初
１
２
０
年
史

を
作
成
す
る
予
定
で
公
募
委
員
を

含
め
町
史
編
纂
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
が
、
１
２
０
年
史
を
や
め
た

こ
と
を
編
纂
委
員
会
で
議
論
し
た

の
か
。
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
委

員
の
み
な
さ
ん
に
大
変
失
礼
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
も

反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
事
前
に

説
明
し
了
解
を
求
め
る
べ
き
。

片
山
町
長　

編
纂
委
員
の
み
な
さ

ん
に
は
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
。

　

今
年
の
予
算
編
成
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
か
ら
非
常
に
厳
し
く
大
幅

に
予
算
を
削
減
し
た
。
こ
う
し
た

中
で
町
史
発
行
の
経
費
も
削
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。
た
だ

し
、
町
史
に
変
え
て
記
念
誌
は
発

行
し
た
い
と
考
え
そ
の
経
費
を
予

算
計
上
し
て
い
る
。
今
後
は
町
史

の
資
料
収
集
を
き
ち
ん
と
続
け
、

来
る
次
の
町
史
発
行
の
資
料
と
し

て
い
く
。

　

予
算
作
業
の
過
程
で
、
編
纂
委

員
の
方
々
と
議
論
は
し
て
い
な
い

が
、
５
月
に
記
念
誌
の
た
た
き
台

を
作
り
み
な
さ
ん
に
ご
審
議
を
い

た
だ
く
予
定
で
い
る
。

篠
原
委
員　

町
史
編
纂
の
準
備
を

し
て
き
た
成
果
を
町
と
し
て
活
用

で
き
る
体
制
と
、
町
民
や
一
般
の

方
に
広
く
知
ら
し
め
閲
覧
で
き
る

状
況
を
作
る
こ
と
が
一
番
で
は
な

い
か
。
町
史
作
成
に
は
継
続
性
を

持
っ
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
作
業
を
考
え
て

い
る
の
か
。

片
山
町
長　

貴
重
な
永
久
保
存
す

べ
き
重
要
な
資
料
は
有
島
記
念
館

で
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
で
学
芸

員
と
相
談
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
有
島
記
念
館
の
業
務
に

郷
土
資
料
担
当
を
明
記
し
て
資
料

の
引
継
ぎ
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

町
史
編
纂
発
行
事
業
の
質

疑
応
答
に
関
し
て
、
傍
聴
者

か
ら
答
弁
漏
れ
の
指
摘
と
と

も
に
、
議
会
運
営
改
善
の
申

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
員
協
議
会
で
協
議
し
、

「
答
弁
漏
れ
が
あ
れ
ば
そ
の
場

で
質
問
者
が
た
だ
す
べ
き
。議

会
運
営
に
問
題
は
な
か
っ
た
。」

と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
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議会の審議一覧

議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

承認第１号
専決処分した事件の承認について
（令和２年度ニセコ町一般会計補正予算）

承 　 　 認 賛 成 多 数

議案第１号 令和２年度ニセコ町一般会計補正予算（質疑は11ｐ参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

第１回　臨時会審議結果　会期　令和３年（2021年）１月26日
　１月26日に開会した第１回ニセコ町議会臨時会は、会期を１日と決めて同日閉会しました。
　町から提案の令和２年度一般会計補正予算１件を原案どおり可決しました。
　また、令和２年度一般会計補正予算の専決処分１件を行ったことが報告され、これを承認しました。

議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

承認第１号
専決処分した事件の承認について
（令和２年度ニセコ町一般会計補正予算）

承 認 ―

議案第１号 ニセコ町役場の位置に関する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第３号 ニセコ町課設置条例等の一部を改正する条例（質疑は8ｐ参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第４号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第５号
ニセコ町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例

原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第６号
ニセコ町こども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条
例

原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第７号 ニセコ町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第８号
重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費の助成に関する条例
の一部を改正する条例

原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第９号
ニセコ町再生可能エネルギー事業の適正な促進に関する条例　
（質疑は8ｐ参照）

原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第１０号 ニセコ町自転車の適切な利用を促進する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第１１号 ニセコ町環境基本条例の一部を改正する条例（質疑は8ｐ参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第１２号 ニセコ町営住宅条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

第２回　定例会審議結果　 会期　令和３年（2021年）３月９日から３月18日
　３月９日から10日間の日程で開会した第２回ニセコ町議会定例会は、３月18日に閉会しました。
　１日目、専決処分した補正予算１件の承認を行いました。最終日の18日は、ニセコ町役場の位置に関する条例
など条例の制定や改正12件、補正予算４件、令和３年度各会計予算６件などのすべてを原案どおり可決しました。
これに先立ち令和３年度各会計予算６件は、全議員で構成する予算特別委員会に付託し、質疑を行うなどして審
査を行っています。
　このほか、総務常任委員会に付託され継続審査となっていた発議の報告が行われ、委員会が提案した修正内容
で議決した意見書を送りました。

次ページに続く
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議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

議案第１３号 ニセコ町景観条例の一部を改正する条例（質疑は8ｐ参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第１４号 令和２年度ニセコ町一般会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第１５号 令和２年度ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第１６号
令和３年度ニセコ町一般会計予算
（予算特別委員会報告は「原案可決すべき」）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第１７号
令和３年度ニセコ町国民健康保険事業特別会計予算
（予算特別委員会報告は「原案可決すべき」）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第１８号
令和３年度ニセコ町後期高齢者医療特別会計予算
（予算特別委員会報告は「原案可決すべき」）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第１９号
令和３年度ニセコ町簡易水道事業特別会計予算
（予算特別委員会報告は「原案可決すべき」）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第２０号
令和３年度ニセコ町公共下水道事業特別会計予算
（予算特別委員会報告は「原案可決すべき」）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第２１号
令和３年度ニセコ町農業集落排水事業特別会計予算
（予算特別委員会報告は「原案可決すべき」）

原 案 可 決 全 会 一 致

議案第２２号 令和２年度ニセコ町一般会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第２３号 令和３年度ニセコ町一般会計補正予算（質疑は11ｐ参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

令 和 ２ 年
発議第11号

日本政府に核兵器禁止条約の署名と批准を求める意見書案（総
務常任委員会報告は「修正して議決すべき」）

修 正 議 決 賛 成 多 数

発議第１号

化石燃料も原発も使わない、持続可能な再生エネルギー100
％のエネルギー政策を求める意見書案
（提出者／ニセコ町議会議員　斉藤うめ子）
（産業建設常任委員会報告は「継続審査」）

継 続 審 査 ー

発議第２号 ニセコ町議会会議規則の一部を改正する規則 原 案 可 決 賛 成 多 数

議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

議案第１号
ニセコ町固定資産評価員の選任について
（鈴木　健氏を選任することに同意）

同 　 　 意 賛 成 多 数

議案第２号
ニセコ町教育委員会委員の任命について
（巻　礼子氏を任命することに同意）

同 　 　 意 賛 成 多 数

議案第３号 財産の無償譲渡について 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第４号 令和３年度ニセコ町一般会計補正予算（質疑は11ｐ参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

第３回　臨時会審議結果　会期　令和３年（2021年）４月９日
　４月９日に開会した第３回ニセコ町議会臨時会は、会期を１日と決めて同日閉会しました。
　町から提案の人事案件２件を原案どおり同意、財産の無償譲渡１件、令和３年度一般会計補正予算１件を原
案どおり可決しました。

※議案第２号については取下げがありました
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議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

議案第１号 町税条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第２号 ニセコ町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第３号 ニセコ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第４号 請負契約の締結について
（ニセコ町簡易水道曽我地区配水管更新工事）

原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第５号 令和３年度ニセコ町一般会計補正予算（質疑は12ｐ参照） 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第６号 令和３年度ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

第４回　臨時会審議結果　会期　令和３年（2021年）４月27日
　４月27日に開会した第４回ニセコ町議会臨時会は、会期を１日と決めて同日閉会しました。
　町から提案の条例改正３件、請負契約の締結１件、令和３年度一般会計補正予算１件及び簡易水道事業特別
会計補正予算１件を原案どおり可決しました。

地
域
の
声
を
届
け
る
意
見
書
を
送
付

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
に
伴
い

建
設
的
な
議
論
を
求
め
る
意
見
書

　

令
和
２
年
12
月
に
総
務
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
発
議
11
号

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書

案
」
に
つ
い
て
は
、
「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
批
准
」
が
主
眼
な
の
か
、

あ
る
い
は
そ
の
先
に
あ
る
「
核
兵

器
廃
絶
」
を
求
め
る
の
か
と
い
う

大
変
重
要
な
考
え
の
も
と
、
委
員

会
以
外
の
議
員
の
意
見
も
ぜ
ひ
聞

い
て
、
慎
重
審
議
を
し
た
い
と
の

意
見
が
あ
り
、
本
年
２
月
19
日
の

全
員
協
議
会
に
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日

本
国
民
と
し
て
「
核
兵
器
使
用
の

恐
ろ
し
さ
、
悲
惨
さ
」
の
教
育
を

受
け
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実

現
を
求
め
る
気
持
ち
は
皆
同
じ
で

す
。
し
か
し
、
核
保
有
国
と
の
関

　
第
２
回
定
例
会
で
意
見
書

１
件
を
議
決
し
、
地
方
自
治

法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大

臣
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

係
性
な
ど
か
ら
、
日
本
が
同
条
約

を
批
准
す
る
ま
で
に
は
相
当
な
努

力
と
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想
像

さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
ニ
セ
コ
町
議
会
が
真
に

求
め
る
こ
と
は「
核
兵
器
の
廃
絶
」

で
す
。
条
約
の
批
准
に
と
ら
わ
れ

ず
、
「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
日
本
」
と
い
う
立
場
で
核
保
有

国
と
条
約
締
約
国
の
懸
け
橋
に
な

り
、
平
和
協
議
や
核
廃
絶
協
議
を

進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
べ
き

と
の
結
論
に
至
り
、
発
議
内
容
を

修
正
し
た
意
見
書
を
議
決
し
、
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
／
条
約
発
効
か
ら
一
年

以
内
に
開
催
さ
れ
る
第
一
回
締
約

国
会
議
に
お
い
て
、
日
本
政
府
は

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に
核
保
有
国

と
批
准
国
の
間
の
「
橋
渡
し
」
役

と
し
て
の
責
任
を
充
分
に
果
た
し
、

積
極
的
か
つ
建
設
的
な
議
論
を
進

め
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
賛
成
討

論
と
し
ま
す
。

採
　
決
／
賛
成
多
数

核兵器禁止条約の発効に伴い建設的な議論を求める意見書

　2020年10月24日、国連において122か国の賛成で採
択された核兵器禁止条約の批准国が50か国となり、同
条約は2021年１月22日に発効した。
　2017年にこの条約への調印・批准が開始されて以降、
国際社会において前向きな変化が生まれたことによる
ものであり、核兵器の禁止・廃絶につながるものである。
　一方で、条約には世界の核兵器の９割を保有するア
メリカとロシア、さらに中国などの核保有国等が参加
していないことから、その実効性が疑問視されている。
また、北朝鮮が我が国を核ミサイルで攻撃する能力を
有するようになるなど、核軍縮に逆行する国際情勢の
流れもある。
　こうした中、唯一の戦争被爆国である日本が、核兵
器のない平和な世界の実現に向け、リーダーシップを
発揮することが強く求められている。
　よって、国におかれては、唯一の戦争被爆国として、
核兵器禁止条約の発効に伴い、核保有国と批准国の橋
渡しとなるよう積極的かつ建設的な議論を進められる
よう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和３年（2021年）３月18日

北海道虻田郡ニセコ町議会
議長　　猪狩　一郎
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そ
の
条
例
に
質
問
！

【
ニ
セ
コ
町
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
】

小
松
議
員
　
今
回
、
建
設
課
が
都

市
建
設
課
に
変
更
さ
れ
る
。
来
庁

者
等
に
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
と

い
う
が
、
町
民
に
は
な
じ
み
が
な

く
、
わ
か
り
に
く
い
の
で
は
。

片
山
町
長　

い
ま
建
設
課
は
都
市

計
画
部
門
や
景
観
条
例
に
関
す
る

届
出
も
担
当
し
て
い
る
。
町
民
に

は
建
設
課
と
い
う
名
称
は
な
じ
み

や
す
い
が
、
都
市
部
か
ら
く
る
皆

さ
ん
に
は
建
設
に
特
化
し
て
い
る

部
門
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
。
職
員

で
十
分
検
討
し
た
結
果
、
都
市
建

設
課
が
い
ま
の
ニ
セ
コ
町
の
実
体

に
合
っ
て
い
る
名
称
で
あ
る
と
提

案
が
あ
り
決
め
た
。

【
ニ
セ
コ
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
の
適
正
な
促
進
に
関
す
る

条
例
】

斉
藤
議
員
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
に
際
し
て
、
一
般
家
庭
の

ほ
か
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
者
も
建

物
の
屋
根
や
壁
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
す
る
考
え
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
場
合
は
、
届
出
の
対
象

外
と
い
う
考
え
方
で
よ
い
か
。

柏
木
企
画
環
境
課
参
事　

土
地
の

造
成
を
伴
う
よ
う
な
野
立
て
の
発

電
設
備
を
設
置
す
る
場
合
を
届
出

の
対
象
と
し
て
お
り
、
条
例
施
行

規
則
に
お
い
て
定
め
て
い
る
。
建

物
の
屋
根
や
屋
上
、
壁
に
設
置
す

る
も
の
、
家
庭
用
の
も
の
は
対
象

外
で
あ
る
。

　

な
お
、
発
電
設
備
の
出
力
が
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
規
模
で
あ
っ

て
も
、
隣
接
し
て
設
置
し
、
一
連

の
設
備
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
出
力

が
合
計
で
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

る
場
合
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る

こ
と
も
規
定
し
て
い
る
。

【
ニ
セ
コ
町
環
境
基
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
】

高
木
議
員
　
今
回
の
改
正
の
主
目

的
は
気
候
非
常
事
態
宣
言
や
森
林

の
利
活
用
に
絞
ら
れ
て
い
る
。
今

後
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
問

題
、
あ
る
い
は
環
境
全
体
を
汚
染

す
る
、
特
に
人
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー

を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
も
の
も
含

め
た
、
人
口
的
な
物
質
と
い
っ
た

も
の
に
も
着
目
し
た
環
境
基
本
条

例
の
条
文
改
正
が
必
要
で
は
な
い

か
。

柏
木
企
画
環
境
課
参
事　

パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を

実
施
し
た
際
に
も
同
様
の
意
見
が

あ
っ
た
。
そ
こ
は
時
間
を
か
け
た

検
討
が
必
要
な
部
分
と
認
識
し
て

い
る
。
今
回
の
改
正
で
は
、
ま
さ

に
条
例
の
定
期
的
な
点
検
と
必
要

に
応
じ
た
見
直
し
に
つ
い
て
新
た

に
規
定
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
令
和
３
年
度
に

環
境
基
本
計
画
の
評
価
を
予
定
し

て
い
る
。
計
画
の
評
価
を
行
っ
て

問
題
点
を
洗
い
出
し
た
上
で
、
そ

の
後
２
年
か
け
て
計
画
の
見
直
し

を
行
う
の
に
併
せ
、
必
要
な
条
例

の
改
正
も
行
う
考
え
で
あ
る
。

片
山
町
長　

本
年
度
の
執
行
方
針

で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
リ
ー
社
会

を
目
指
す
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
ニ
セ
コ
町

の
条
例
づ
く
り
に
は
、
住
民
の

様
々
な
提
案
や
活
動
の
成
果
が
も

と
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

い
ま
、
地
域
の
中
で
こ
う
い
っ
た

問
題
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
人

も
た
く
さ
ん
い
る
。
い
わ
ゆ
る
環

境
保
全
問
題
に
つ
い
て
、
ど
う
対

応
す
る
か
に
つ
い
て
も
規
定
し
て

い
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

【
ニ
セ
コ
町
景
観
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
】

高
木
議
員
　
私
は
、
今
回
の
改
正

は
、
近
年
の
景
観
条
例
に
基
づ
く
、

事
業
者
に
よ
る
地
域
で
の
説
明
会

を
踏
ま
え
た
現
実
的
な
改
正
だ
と

思
う
。
私
が
参
加
し
た
説
明
会
の

い
く
つ
か
は
、
お
金
を
出
す
事
業

主
が
海
外
資
本
で
あ
り
、
説
明
会

に
対
応
す
る
設
計
者
や
工
事
の
施

工
者
が
説
明
に
あ
た
る
が
、
地
元

の
声
を
十
分
に
聴
い
て
も
ら
え
な

い
、
あ
る
い
は
予
算
の
都
合
で
変

更
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が
、
改

善
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

も
、
で
き
る
だ
け
開
発
の
初
期
段

階
で
地
元
に
情
報
提
供
が
な
さ
れ

る
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

高
瀬
建
設
課
長　

今
回
の
改
正
は
、

こ
れ
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見

を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
早
々
に
で
き

る
こ
と
を
整
理
し
よ
う
と
、
審
議

会
で
昨
年
か
ら
３
回
ほ
ど
審
議
し

て
提
案
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
、
町
の
協
議
に

応
じ
な
い
「
事
業
主
」
の
氏
名
公

表
を
行
う
規
定
を
見
直
し
、
事
業

主
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
設
計
者
）

や
工
事
を
行
う
施
工
者
を
加
え
る

こ
と
で
、
相
当
な
抑
止
力
が
働
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。
大
規
模
な

開
発
ほ
ど
、
大
手
の
こ
う
し
た
事

業
者
が
か
か
わ
っ
て
い
る
場
合
が

多
い
た
め
、
氏
名
公
表
は
有
効
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

３
月
定
例
会
・
４
月
臨
時
会
で
は
15
件
の
条
例
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
質
疑
の
一
部
で
す
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補正予算審議結果

第１回　臨時会� 会期　１月26日

　消費喚起プレミアム商品券発行事業補助ほかを計上
　第１回臨時会で、消費喚起プレミアム商品券発行事業補助や介護給付等給付金などを含む、令和２
年度一般会計2,685万７千円の、増額補正議決及び専決処分の承認をしました。

令和２年度　ニセコ町一般会計補正予算� 原案可決
　予算現額に2,685万７千円を増額し、予算総額76億989万５千円となりました。
・歳入　国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金ほか）� 1,365万円増額
　　　　道支出金（プレミアム付商品券発行支援事業費補助金ほか）� 460万２千円増額
　　　　寄附金（ふるさとづくり寄付金ほか）� 404万４千円増額
　　　　繰入金（財政調整基金繰入金）� 1,300万円減額
　　　　繰越金（前年度繰越金）� 363万９千円減額
　　　　町債（有島記念館施設改修事業債）� 2,120万円増額
・歳出　総務費（消費喚起プレミアム商品券発行事業補助ほか）� 1,704万６千円増額
　　　　民生費（介護給付等給付金ほか）� 897万２千円増額
　　　　商工費（シーニックナイト事業補助）� 45万円増額
　　　　教育費（有島記念館一般備品ほか）� 38万９千円増額
�

第２回　定例会� 会期　３月９日から３月18日

新型コロナウイルスワクチン接種システム改修費ほかを計上
　第２回定例会で、新型コロナウイルスワクチン接種システム改修などの予防接種準備事務費用の増
額や、簡易水道事業特別会計繰出金の減額などにより、令和２年度の一般会計及び簡易水道事業特別
会計で合計6,285万２千円の減額補正を可決しました。

令和２年度　ニセコ町一般会計補正予算� 原案可決
　予算現額から6,006万円を減額し、予算総額75億4,983万５千円となりました。
・歳入　国庫支出金（新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金ほか）� 1,757万２千円増額
　　　　道支出金（子どものための教育・保育給付費負担金）� ３万１千円増額
　　　　寄付金（指定寄付金）� 35万円増額
　　　　繰入金（財政調整基金ほか繰入金）� 4,600万円減額
　　　　繰越金（前年度繰越金）� １億2,345万２千円減額
　　　　町債（道路橋梁債ほか）� 9,143万９千円増額
・歳出　総務費（基金積立金ほか）� 97万円増額
　　　　民生費（後志広域連合負担金ほか）� 112万７千円増額
　　　　衛生費（予防接種準備事務費用の増、簡易水道事業特別会計繰出金の減）� 6,240万９千円減額
　　　　農林水産業費（たい肥センター撹拌機修繕工事費）� 163万６千円増額
　　　　消防費（羊蹄山ろく消防組合負担金）� 606万９千円減額
　　　　教育費（備品購入費ほか）� 468万５千円増額

令和２年度　ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予算� 原案可決
　予算現額から279万２千円を減額し、予算総額３億6,174万２千円となりました。
・歳入　繰入金（一般会計繰入金）� 6,590万９千円減額
　　　　諸収入（ニセコ町簡易水道配水管移設補償金）� 1,431万７千円増額
　　　　町債（簡易水道事業債）� 4,880万円増額
・歳出　建設改良費（配水管移設工事ほか）� 279万２千円減額

次ページに続く



10 9� ニセコ町 議会だより　第185号  2021年6月発行ニセコ町 議会だより　第185号  2021年6月発行

新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料ほかを計上
　第２回定例会で、新型コロナウイルスワクチン接種システム改修などの予防接種準備事務費用の増
額により、令和３年度一般会計で合計3,702万円の増額補正を可決しました。

令和３年度　ニセコ町一般会計補正予算� 原案可決
　予算現額に3,702万円を増額し、予算総額49億4,702万円となりました。
・歳入　国庫支出金（新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金ほか）� 3,702万円増額
・歳出　衛生費（新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料ほか）� 3,702万円増額
�

第３回　臨時会� 会期　４月９日

　近藤小学校の増築工事に向けたボーリング調査費用ほかを計上
　第３回臨時会で、近藤小学校の増築工事に向けたボーリング調査費用と既存建造物の撤去費用、新
型コロナウイルス特別対策費として感染症対策備品費用の増額などを含む、令和３年度一般会計996
万９千円の増額補正を可決しました。

令和３年度　ニセコ町一般会計補正予算� 原案可決
　予算現額に996万９千円を増額し、予算総額49億5,698万９千円となりました。
・歳入　国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金ほか）� 317万６千円増額
　　　　道支出金（未熟児養育医療道負担金）� 18万円増額
　　　　諸収入（コミュニティ助成事業補助金ほか）� 292万７千円増額
　　　　繰越金（前年度繰越金）� 368万６千円増額
・歳出　総務費（コミュニティ助成事業補助金ほか）� 481万６千円増額
　　　　民生費（未熟児医療費）� 194万１千円増額
　　　　教育費（近藤小学校既存構造物撤去工事ほか）� 321万２千円増額
�

第４回　臨時会� 会期　４月27日

　強い農業・担い手づくり総合支援事業補助ほかを計上
　第４回臨時会で、農林水産業費として強い農業・担い手づくり総合支援事業補助などを含む、令和
３年度一般会計１億8,512万７千円の増額や、簡易水道事業特別会計の追加により、令和３年度の
一般会計及び簡易水道事業特別会計で合計２億212万７千円の増額補正を可決しました。

令和３年度　ニセコ町一般会計補正予算� 原案可決
　予算現額に１億8,512万７千円を増額し、予算総額51億4,211万６千円となりました。
・歳入　国庫支出金（地方創生推進交付金ほか）� 1,926万２千円増額
　　　　道支出金（強い農業・担い手づくり総合支援交付金）� 3,105万円増額
　　　　寄付金（一般寄付金）� １億円増額
　　　　繰入金（公共施設整備基金繰入金）� 1,700万円増額
　　　　繰越金（前年度繰越金）� 1,781万５千円増額
・歳出　総務費（ＮＩＳＥＫＯ生活・モデル地区構築事業資金貸付金）� １億円増額
　　　　衛生費（簡易水道事業特別会計繰出金ほか）� 1,809万６千円増額
　　　　農林水産業費（強い農業・担い手づくり総合支援事業補助）� 3,105万円増額
　　　　商工費（着地型旅行整備事業委託料ほか）� 3,598万１千円増額

令和３年度　ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予算� 原案可決
　予算現額に1,700万円を増額し、予算総額３億9,100万円となりました。
・歳入　繰入金（一般会計繰入金）� 1,700万円増額
・歳出　建設改良費（水道施設実施測量設計業務委託料）� 1,700万円増額
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そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

第
１
回 
臨
時
会

【
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
３
次

分
発
行
】

木
下
議
員　

今
回
、
宿
泊
事
業
者

の
側
面
か
ら
の
支
援
と
し
て
３
次

分
の
発
行
を
行
う
。
こ
れ
は
宿
泊

事
業
者
の
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
る
よ

う
に
と
の
考
え
か
、
そ
れ
と
も
宿

泊
事
業
者
で
買
っ
て
、
町
内
で
利

用
し
て
も
ら
う
の
か
。

福
村
商
工
観
光
課
長　

今
回
の
３

次
分
は
販
売
箇
所
を
宿
泊
施
設
に

限
定
し
、
宿
泊
施
設
で
の
利
用
を

メ
イ
ン
に
考
え
て
い
る
。
施
設
に

よ
っ
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

付
の
宿
泊
プ
ラ
ン
な
ど
を
つ
く
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
そ

う
い
っ
た
宿
泊
施
設
が
創
意
工
夫

し
て
利
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

斉
藤
議
員　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
１
次
・
２
次
の
販
売
状
況
は
。

ま
た
、
３
次
分
の
販
売
見
込
み
と

そ
の
効
果
は
。

福
村
商
工
観
光
課
長　

既
存
の
２

月
７
日
期
限
の
１
次
・
２
次
分
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
す
で
に

１
月
14
日
で
ほ
ぼ
完
売
し
た
。
た

だ
し
、
事
前
申
込
み
分
で
は
緊
急

事
態
宣
言
や
Go 

To
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
が
停
止
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い
る
。
１

次
・
２
次
分
は
も
う
期
限
が
な
い

の
で
、
有
効
期
間
は
延
長
し
な
い

予
定
。

　

３
次
発
行
分
は
、
再
度
主
要
な

ホ
テ
ル
も
含
め
全
て
の
宿
泊
事
業

者
に
希
望
を
と
り
、
現
在
19
の
施

設
か
ら
販
売
希
望
が
あ
る
。
販

売
希
望
数
は
現
在
３
６
９
０
冊
、

そ
れ
に
今
後
追
加
も
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ

４
９
２
０
冊
程
度
を
販
売
で
き
る

見
込
み
と
し
て
い
る
。

片
山
町
長　

効
果
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
町
と
し
て
３
次
分
の
予
定

は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
現
在
宿

泊
施
設
が
相
当
大
変
だ
と
い
う
こ

と
で
、
私
、
週
末
に
何
件
か
事
業

者
を
訪
問
し
て
意
見
を
聞
い
た
り

し
な
が
ら
、
ど
う
い
う
対
策
が
必

要
か
と
考
え
て
き
た
。
新
規
の
お

客
様
は
小
さ
い
宿
を
含
め
て
ほ
と

ん
ど
来
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
来

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
は
ニ
セ
コ

の
冬
を
愛
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
。

　

と
こ
ろ
が
Go 

To
が
あ
れ
ば
来

る
こ
と
も
で
き
る
が
、
何
に
も
な

い
の
に
…
と
い
う
声
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が

あ
る
の
な
ら
助
け
に
行
け
る
と
か
、

ま
た
泊
ま
り
に
来
る
と
い
う
声
が

相
当
数
あ
る
と
宿
泊
事
業
者
か
ら

お
聞
き
し
、
何
と
か
春
に
向
か
っ

て
心
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
施
策
を
打

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
実
際

の
悲
痛
な
声
で
あ
る
。

　

固
定
費
も
か
か
る
状
況
の
中
で
、

何
と
か
春
ま
で
繋
い
で
い
く
、
し

っ
か
り
行
政
と
し
て
も
応
援
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

追
加
分
の
承
諾
も
北
海
道
か
ら
得

た
の
で
、
事
業
者
の
頑
張
る
気
持

ち
を
行
政
と
し
て
も
精
一
杯
応
援

し
た
い
と
い
う
の
が
今
回
制
度
設

計
を
し
た
率
直
な
理
由
で
あ
る
。

第
２
回 

定
例
会

【
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進

捗
状
況
は
】

篠
原
議
員　

国
か
ら
の
情
報
も
錯

綜
し
て
い
る
な
か
、
ニ
セ
コ
町
の

接
種
の
準
備
状
況
は
。
ま
た
、
新

た
に
設
置
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
対
策
係

の
仕
事
内
容
は
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

新
た
な
係

の
仕
事
は
、
健
康
づ
く
り
係
と
連

携
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
特
化
し
た
業
務
を
行
う
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
の
全
体
像
は

早
急
に
示
し
た
い
と
い
う
考
え
は

あ
る
が
、
現
段
階
で
は
き
ち
ん
と

お
知
ら
せ
で
き
る
情
報
が
ま
と
ま

っ
て
い
な
い
。
３
月
23
日
を
め
ど

に
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す

る
接
種
券
を
送
付
す
る
。
今
後
、

具
体
的
な
接
種
日
程
や
予
約
の
仕

方
を
周
知
し
て
い
く
。

高
木
議
員　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
住

民
票
が
あ
る
市
町
村
で
接
種
す
る

こ
と
が
基
本
だ
が
、
遠
隔
地
に
お

住
ま
い
の
方
や
医
療
施
設
に
入
院

中
の
方
等
へ
の
対
応
は
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
接
種
会
場
へ

の
交
通
の
確
保
は
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

出
張
等
で

遠
隔
地
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
実

際
に
居
住
し
て
い
る
市
町
村
で
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場

合
、
住
所
地
市
町
村
が
発
行
す
る

接
種
券
を
接
種
す
る
場
所
の
市
町

村
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
の
確
保

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

第
３
回 

臨
時
会

【
中
央
倉
庫
群
の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環

境
の
強
化
】

高
木
議
員　

中
央
倉
庫
群
の
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
環
境
が
よ
り
充
実
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
広
場
で
の
テ
レ
ワ

ー
ク
推
進
と
い
う
の
は
屋
外
の
環

境
を
指
し
て
い
る
の
か
。

高
瀬
企
画
環
境
課
長　

建
物
内
の

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
は
あ
る
が
、
屋
外

で
も
快
適
に
テ
レ
ワ
ー
ク
等
が
で

き
る
よ
う
に
、
今
回
芝
生
広
場
に

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
、
利
便
性
を
上
げ
て
い
き
た
い
。
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一 般 質 問
　３月９日から10日間の日程で開催した令和３年（2021年）第２回ニセコ町議会定例会では、

４名の議員から７件の一般質問が提出されました。内容を要約しておりますので、詳細につい

てはニセコ町議会ホームページに載せている会議録をご覧になるか、ニセコ町役場３階議会事

務局で閲覧ください。

�

斉藤うめ子　議員
・「ニセコ町120年史」の発行について
・ウインタースポーツのさらなる普及と振興策について

P13

�

小松弘幸　議員
・中央倉庫群やＳＬ・エクスプレス展示場等が分かる案内板の設置
を検討できないか

P14

�

青羽雄士　議員
・「地域医療の確保」について

P15

�

高木直良　議員
・国民健康保険―2021年度の子どもの均等割り軽減を
・中間的介護施設の検討について
・除雪困難者の除雪支援について

P16

第
４
回 

臨
時
会

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係

る
救
急
カ
ー
ト
の
購
入
】

篠
原
議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
に
お
け
る

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
緊
急
に
対
応
す
る
救
急
カ
ー
ト

２
台
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

終
息
後
に
も
活
用
で
き
る
の
か
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

今
回
導
入

予
定
の
救
急
カ
ー
ト
は
通
常
の
救

急
・
医
療
機
器
な
の
で
、
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
使
用
し
た
後
も

通
常
の
診
療
で
引
き
続
き
使
用
が

可
能
で
あ
る
。

【
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
モ

デ
ル
市
町
村
形
成
事
業
に
つ
い
て
】

高
木
議
員　

こ
の
事
業
を
行
う
に

あ
た
っ
て
の
運
営
体
制
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
と
進
捗
管
理
委
託
の
関
係
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

齋
藤
商
工
観
光
課
長　

事
業
実
施

に
あ
た
っ
て
の
運
営
体
制
に
つ
い

て
は
、
観
光
協
会
で
新
た
な
人
を

採
用
し
、
役
場
商
工
観
光
課
に
出

向
で
配
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
に
つ
い
て
は
商
工
観
光
課
で
策

定
し
、
※

Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
基
準
に
沿

っ
た
も
の
か
な
ど
第
三
者
の
視
点

を
入
れ
て
確
認
す
る
た
め
に
、
大

学
等
と
連
携
し
進
捗
管
理
を
行
う
。

木
下
議
員　

持
続
可
能
な
観
光
地

域
づ
く
り
体
制
強
化
事
業
を
統

括
・
管
理
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
材
は

外
部
か
ら
採
用
す
る
予
定
か
。

齋
藤
商
工
観
光
課
長　

外
部
か
ら

の
人
材
を
予
定
し
て
い
る
。

※
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
（G

lobal Sustainable

 Tourism
 C

ouncil

）

世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会

　

国
際
的
な
持
続
可
能
性
へ

の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、

「
経
済
・
社
会
・
環
境
」
の

バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
持
続

可
能
な
観
光
の
国
際
基
準
を

開
発
、
国
連
加
盟
国
に
順
守

を
求
め
て
い
る
団
体
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、
２
０

２
０
年
に
観
光
庁
が
Ｇ
Ｓ
Ｔ

Ｃ
の
国
際
基
準
に
準
拠
し
た

日
本
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
、
ニ
セ
コ
町
は
そ
の
モ

デ
ル
地
区
に
選
定
さ
れ
、
そ

れ
を
機
に
「
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
」
へ
の
取
組
を

本
格
化
し
て
い
る
。
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にぎわいが期待されるニセコ駅前地区

　

一
方
で
、
新
た
な
案
内
看
板
を

設
置
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
議
員

の
指
摘
の
と
お
り
景
観
へ
の
配
慮

等
も
あ
る
の
で
、
中
央
倉
庫
や
鉄

道
遺
産
の
案
内
標
識
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
看
板
の
中
に
マ
ッ
プ
を
入

れ
込
ん
で
適
正
な
表
示
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

今
後
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
指
導
・
支
援
い
た
だ
き

た
い
。

Ｑ　

現
在
の
看
板
の
中
に
入
れ
込

ん
で
い
く
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、

方
向
案
内
板
は
目
的
地
に
移
動
す

る
と
き
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心

し
て
移
動
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
。

親
切
な
町
の
お
も
て
な
し
の
心
の

表
れ
で
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ

Ｑ　

ニ
セ
コ
町
は
今
年
開
町
１
２

０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ニ

セ
コ
町
１
２
０
年
史
を
発
行
す
る

と
し
て
い
た
が
、
３
月
９
日
の
行

政
報
告
で｢

町
史
に
つ
き
ま
し
て

は
簡
易
型
の
記
念
誌
を
発
行
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
１
５
０
年
を
目

指
し
て
、
１
２
５
年
度
、
25
年
刻

み
、
４
分
の
１
世
紀
を
発
行
す
る

方
向
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く｣

と
あ
っ
た
。
ニ
セ
コ
町
１
２
０
年

史
が
１
２
５
年
史
へ
と
変
更
し
た

件
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

歴
史
的
文
献
と
し

て
編
さ
ん
発
行
に
つ
い
て
20
年
刻

み
で
は
な
く
50
年
、
１
０
０
年
刻

み
と
す
る
こ
と
が
町
の
歴
史
の
継

続
性
や
、
あ
と
の
編
さ
ん
発
行
作

業
に
お
い
て
も
持
続
性
を
担
保
で

き
る
も
の
と
判
断
し
、
５
年
後
の

１
２
５
年
に
向
け
て
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

こ
の
件
に
関
し
て
編
さ
ん
委

員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
、
委

員
の
方
々
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

「
全
く
寝
耳
に
水
」、
何
も
聞
い

て
い
な
い
し
、
決
定
も
し
て
い
な

い
と
い
う
答
え
だ
っ
た
。
変
更
へ

の
プ
ロ
セ
ス
を
「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
に
基
づ
き
、
１
２
０
年

史
か
ら
１
２
５
年
史
へ
変
更
し
た

本
当
の
意
図
は
何
な
の
か
。

Ａ
片
山
町
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

に
あ
っ
て
今
年
は
税
収
が
１
億
円

以
上
減
る
と
い
う
相
当
困
難
な
財

政
状
況
の
中
で
今
回
は
我
慢
す
る

こ
と
に
し
た
。

Ｑ　

町
長
は
財
政
難
を
理
由
に
挙

げ
て
い
る
が
、
１
２
０
年
史
発
行

の
予
算
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
は

編
さ
ん
委
員
会
に
か
け
て
委
員
の

方
々
に
諮
る
こ
と
が
第
一
歩
で
は

な
い
か
。
編
さ
ん
委
員
会
を
全
く

無
視
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ

る
。
町
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
説
明

責
任
を
果
た
し
て
か
ら
合
意
形
成

を
図
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
片
山
町
長　

次
回
の
編
さ
ん
委

員
会
で
１
２
０
年
記
念
誌
と
し
て

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に
つ
い
て
議

論
を
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

町
史
自
体
の
作
業
は
印
刷
製
本
費

も
含
め
て
全
体
で
４
６
２
万
８
千

円
。
こ
れ
を
削
減
し
、
記
念
誌
の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
印
刷
製
本
費

と
し
て
63
万
４
千
円
を
予
算
計
上

し
て
い
る
。
議
会
で
予
算
提
案
を

し
て
、
議
会
の
決
定
を
受
け
て
編

さ
ん
委
員
会
に
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
２　

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
さ

ら
な
る
普
及
と
振
興
策
に
つ
い
て

Ｑ　

ニ
セ
コ
は
豪
雪
地
帯
と
し
て

ま
た
奇
跡
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の

聖
地
と
し
て
世
界
中
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た

環
境
に
あ
る
地
元
の
町
民
が
そ
の

雪
の
資
産
と
価
値
に
気
づ
き
、
雪

を
活
用
し
て
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
雪
に
親
し
み
、
健
康
の
た
め
に

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
も
っ
と

盛
ん
に
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
２
０
３
０
年
に
は
札
幌
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
可
能
性
も
あ

り
、
今
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
育
成

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

夢
を
抱
く
こ
と
も
大
切
で
は
な
い

か
。
地
元
の
利
を
生
か
し
た
取
り

組
み
は
大
変
重
要
と
考
え
る
。
現

在
の
取
り
組
み
状
況
と
未
来
へ
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
片
岡
教
育
長　

ニ
セ
コ
町
は
世

界
に
誇
る
自
然
の
恩
恵
を
生
か
し

た
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
町
」
と
し
て
幼
児
か
ら
一
般
の

方
を
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
３

０
年
冬
季
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ス
キ
ー
ア
ル

ペ
ン
競
技
会
場
と
し
て
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
が
候
補
地
と
な
っ
て
お
り
、

大
会
開
催
の
た
め
の
気
運
の
醸
成

に
努
め
て
参
り
た
い
。

Ｑ　

ニ
セ
コ
町
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
選
手
は
吉
岡
大
輔

さ
ん
・
出
口
弘
之
さ
ん
は
じ
め
蘭

越
町
・
京
極
町
・
倶
知
安
町
か
ら

合
計
で
10
人
出
て
い
る
。
ま
た
ニ

セ
コ
高
校
の
振
興
策
の
一
つ
と
し

て
、
高
校
に
ス
キ
ー
部
を
新
設
さ

れ
て
は
い
か
が
か
。

Ａ
片
岡
教
育
長　

学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
・
部
活
動
の
育
成
に
つ
い
て

は
令
和
２
年
９
月
の
ス
ポ
ー
ツ
庁

文
化
庁
・
文
部
科
学
省
の
連
名
に

よ
る
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま

え
た
部
活
動
改
革
に
よ
り
、
休
日

の
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域
に
移

行
す
る
な
ど
学
校
と
地
域
が
協
働

融
合
し
た
部
活
動
の
具
体
的
な
実

現
方
策
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ

れ
、
持
続
可
能
な
部
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
地
域
に
お
け
る
指
導

者
の
育
成
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

Ａ
片
山
町
長　

今
後
地
域
ス
ポ
ー

ツ
に
移
行
し
て
指
導
者
の
確
保
等
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
す
る

こ
と
な
ど
も
検
討
し
、
子
ど
も
た

ち
の
指
導
の
あ
り
方
の
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

一般質問　斉藤うめ子　議員

ニセコ町120年史発行をなぜ取り止
めたのか

財政難のため止むを得なかった
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Ｑ　

現
在
、
ニ
セ
コ
駅
前
に
お
い

て
旧
軌
道
線
方
向
へ
の
案
内
表
示

は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

Ｔ
字
路
の
道
道
ニ
セ
コ
停
車
場
線

に
あ
る
白
樺
擬
木
支
柱
に
、
ニ
セ

コ
中
央
倉
庫
群
と
矢
印
が
書
か
れ

た
縦
長
の
表
示
板
が
一
つ
設
置
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
観
光

案
内
サ
イ
ン
と
し
て
は
不
十
分
と

考
え
ら
れ
る
。
特
に
ニ
セ
コ
駅
前

や
中
央
倉
庫
群
で
は
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
が
多
く
開
催
さ
れ
、
ニ
セ
コ

駅
西
側
の
隣
接
地
に
は
転
車
台
を

は
じ
め
、
Ｓ
Ｌ
９
６
４
３
号
機
の

展
示
や
ニ
セ
コ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
も

設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
。

　

今
後
は
ニ
セ
コ
町
の
鉄
道
遺
産

集
積
地
と
し
て
も
、
賑
わ
い
の
あ

る
地
域
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
は
以
前

の
よ
う
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活

が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
景
観
に
配
慮
し
た
方
向
案

内
板
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

現
在
中
央
地
区
の

案
内
看
板
は
大
き
な
も
の
で
４
か

所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
道
々
と
町

道
の
Ｔ
字
路
の
と
こ
ろ
に
２
か
所
、

ニ
セ
コ
駅
前
に
２
つ
設
置
さ
れ
て

い
る
。

にぎわいが期待されるニセコ駅前地区

　

一
方
で
、
新
た
な
案
内
看
板
を

設
置
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
議
員

の
指
摘
の
と
お
り
景
観
へ
の
配
慮

等
も
あ
る
の
で
、
中
央
倉
庫
や
鉄

道
遺
産
の
案
内
標
識
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
看
板
の
中
に
マ
ッ
プ
を
入

れ
込
ん
で
適
正
な
表
示
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

今
後
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
指
導
・
支
援
い
た
だ
き

た
い
。

Ｑ　

現
在
の
看
板
の
中
に
入
れ
込

ん
で
い
く
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、

方
向
案
内
板
は
目
的
地
に
移
動
す

る
と
き
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心

し
て
移
動
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
。

親
切
な
町
の
お
も
て
な
し
の
心
の

表
れ
で
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ

れ
を
考
慮
し
て
進
め
て
ほ
し
い
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
前
に
は
民
間
の

集
合
住
宅
も
建
設
さ
れ
、
今
後
は

歩
行
者
の
利
用
が
多
く
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
駅
前
西
３
号
線
歩
道
設

置
実
施
設
計
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
国
内
外
か
ら
の

観
光
客
を
受
け
入
れ
る
基
盤
と
し

て
、
円
滑
な
案
内
や
誘
導
が
重
要

だ
と
思
わ
れ
る
。
公
共
交
通
機
関

や
自
家
用
車
を
利
用
し
て
ニ
セ
コ

を
訪
れ
、
自
家
用
車
や
徒
歩
に
よ

り
駅
周
辺
を
自
由
に
周
遊
で
き
る

よ
う
、
案
内
情
報
の
充
実
が
必
要

だ
。
観
光
客
に
と
っ
て
わ
か
り
や

す
い
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
、
綺
羅
乃
湯

を
含
め
た
旧
で
ん
粉
工
場
や
５
棟

の
倉
庫
名
と
事
業
所
名
、
鉄
道
集

積
地
の
入
っ
た
各
施
設
の
場
所
が

わ
か
る
周
辺
施
設
案
内
板
を
道
路

沿
い
、
あ
る
い
は
除
雪
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
と
こ
ろ
に
新
し
く
設

置
で
き
な
い
か
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

議
員
か
ら
も
西
３

号
線
の
歩
道
の
関
係
も
含
め
て
話

が
あ
っ
た
が
、
今
回
駅
か
ら
中
央

倉
庫
に
向
か
っ
て
中
央
倉
庫
群
側

に
歩
道
と
道
路
を
整
備
す
る
。
中

央
倉
庫
、
特
に
石
造
り
の
倉
庫
か

ら
出
る
と
き
が
直
接
道
路
に
出
て

し
ま
う
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
歩

道
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見

直
し
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
、
あ

る
程
度
全
体
が
わ
か
る
よ
う
な
看

板
の
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
も
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

Ｑ　

も
し
設
置
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

利
用
者
で
あ
る
観
光
客
に
と
っ
て

最
も
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
、
日

本
語
の
み
な
ら
ず
英
語
な
ど
の
外

国
語
表
記
に
つ
い
て
も
検
討
で
き

な
い
か
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

看
板
類
に
つ
い
て
は
、
い
ま
基
本

的
に
は
英
語
表
記
も
入
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
辺
も
言
わ
れ
た
と
お

り
配
慮
し
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

一般質問　小松弘幸　議員

方向案内板や周辺施設案内板を設置
できないか

既存看板に適正な表示と全体が分か
る看板の設置が可能か検討する
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Ｑ　

昨
年
ニ
セ
コ
医
院
が
入
院
患

者
の
受
け
入
れ
を
停
止
す
る
こ
と

を
町
に
報
告
し
、
そ
の
後
当
医
院

の
２
階
部
分
の
活
用
方
法
を
め
ぐ

っ
て
協
議
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
、

ま
た
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

ニ
セ
コ
医
院
の
２

階
部
分
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
に

入
院
患
者
の
利
用
が
な
く
な
り
、

４
月
か
ら
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

の
変
更
届
を
保
健
所
へ
提
出
す
る

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
２
階
部
分
を
有
効

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
ニ
セ
コ
医
院
の
支
援
に
も
繋

が
る
こ
と
に
な
れ
ば
と
考
え
検
討

を
行
っ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
具

体
的
な
内
容
の
決
定
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
１
階
部
分
は
引
き
続
き

診
療
業
務
が
行
わ
れ
て
お
り
、
２

階
で
新
た
な
事
業
な
ど
を
実
施
す

る
場
合
は
、
施
設
の
改
修
に
つ
い

て
も
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

当
面
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
と
し
て
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
ニ
セ
コ
医

院
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

２
階
部
分
の
利
用
に
関
し
て

は
以
前
、
例
え
ば
幼
児
セ
ン
タ
ー

等
で
発
熱
し
た
子
ど
も
の
対
処
を

す
る
よ
う
な
場
所
と
い
う
考
え
が

あ
っ
た
と
聞
い
た
。
そ
う
い
っ
た

活
用
方
法
、
運
営
が
で
き
れ
ば
、

ニ
セ
コ
医
院
に
対
す
る
安
定
し
た

収
益
も
見
込
め
る
し
、
雇
用
も
確

保
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
持
続
可

能
な
医
療
体
制
を
確
保
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
と
考

え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
診
療
報
酬
が

減
少
し
て
い
る
な
か
、
こ
う
い
っ

た
時
こ
そ
早
急
に
対
応
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
う
が
、
町
長

の
所
見
は
。

Ａ
片
山
町
長　

ニ
セ
コ
医
院
の
事

務
長
と
役
場
の
担
当
課
長
の
ほ
う

で
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
ど
う
い
う

利
用
方
法
が
有
効
か
と
い
う
相
談

等
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
病

児
保
育
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
、

幼
児
セ
ン
タ
ー
等
と
協
議
を
し
た

り
、
先
般
真
狩
の
助
産
師
さ
ん
へ

そ
の
可
能
性
の
打
診
も
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

９
月
ま
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
接
種
会
場
、
問
診
会
場
等
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
に
合
意
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
国
と
の

協
議
で
は
９
月
ま
で
と
い
う
目
途

が
立
っ
て
い
る
が
、
９
月
で
全
て

終
了
で
き
る
状
態
で
は
な
い
の
で
、

時
期
に
関
し
て
も
見
通
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
会

場
と
し
て
、
９
月
ま
で
は
ほ
と
ん

ど
身
動
き
が
と
れ
な
い
と
い
う
こ

と
は
理
解
し
た
。
た
だ
、
こ
う
い

っ
た
経
緯
等
は
十
分
ニ
セ
コ
医
院

側
と
協
議
し
て
い
る
の
か
。
私
が

聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
協
議
が
足
り

て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
の
で
、

こ
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
。

　
ニ
セ
コ
医
院
は
町
内
唯
一
の
医

療
機
関
と
い
う
こ
と
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
ば
か
り
で
な
く
町
と
し
て

も
大
変
助
か
っ
て
い
る
と
思
う
。

し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情
で
医
者

の
不
在
が
続
き
、
休
院
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
を
想

定
し
た
場
合
、
町
の
対
応
に
つ
い

て
協
議
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
ニ

セ
コ
医
院
は
法
人
と
は
い
え
ど
も
、

個
人
経
営
の
よ
う
な
医
療
機
関
な

の
で
、
こ
う
い
っ
た
協
議
が
必
要

と
思
う
が
事
前
に
し
て
あ
る
か
、

あ
る
い
は
今
後
考
え
る
予
定
か
。

Ａ
片
山
町
長　

協
議
が
足
り
な
か

っ
た
の
で
は
と
い
う
こ
と
だ
が
、

も
し
ニ
セ
コ
医
院
の
ほ
う
で
そ
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
な
ら

ば
、
私
ど
も
の
打
ち
合
わ
せ
の
中

身
が
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
も
う
少
し
綿
密
に
情
報
共
有

し
て
い
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
会
場

と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
関
し
て
も
、
何
回
か
や
り
と
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
報
告
を

受
け
て
い
る
。
建
物
所
有
者
は
ニ

セ
コ
医
院
な
の
で
、
先
生
方
の
基

本
的
な
考
え
方
を
大
事
に
し
つ
つ
、

配
慮
も
し
な
が
ら
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
先
生

も
元
気
に
診
療
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
協
議
し
た
こ
と
は
な
い
。

た
だ
今
後
の
２
階
部
分
の
こ
と
も

あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
将
来
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
先
生
に

十
分
お
伺
い
し
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
町
と
し
て
も
誠
意
を
も
っ
て

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
ニ
セ
コ
で
医
療
に
関
す

る
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
話
が
こ

れ
ま
で
に
い
く
つ
か
来
て
い
る
の

で
、
先
生
に
も
お
つ
な
ぎ
し
な
が

ら
、
将
来
的
な
あ
り
方
も
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

一般質問　青羽雄士　議員

ニセコ医院の２階部分の活用方法等、
将来的な協議はしているのか

今年度はコロナワクチンの接種会場として使用し、
今後は院長の考え方を十分確認し協議したい
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Ｑ　

厚
生
労
働
省
は
昨
年
12
月
、

国
民
健
康
保
険
制
度
に
「
子
ど
も

に
係
る
均
等
割
保
険
税
の
軽
減
措

置
（
全
国
70
万
人
の
未
就
学
児
対

象
の
５
割
を
公
費
で
軽
減
）」
を

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
か
ら

実
施
す
る
と
表
明
し
た
。
こ
れ
を

評
価
し
た
う
え
で
、
軽
減
措
置
の

実
施
時
期
を
町
の
独
自
措
置
と
し

て
２
０
２
１
年
度
４
月
か
ら
繰
り

上
げ
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

Ａ
片
山
町
長　

具
体
的
な
軽
減
の

措
置
は
、
今
後
地
方
税
法
の
改
正

等
の
手
続
き
を
経
て
進
め
ら
れ
、

賦
課
作
業
は
情
報
セ
ン
タ
ー
共
通

の
シ
ス
テ
ム
で
行
っ
て
い
る
。
町

単
独
で
の
シ
ス
テ
ム
改
修
は
、
相

当
額
の
経
費
が
発
生
す
る
。
ま
た

令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
国
保
会

計
の
歳
入
歳
出
の
均
衡
を
図
る
た

め
基
金
か
ら
充
当
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
慎
重
な
対
応
が
必
要
だ
。

Ｑ　

こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡

大
に
よ
り
、
家
庭
の
収
入
の
減
少

が
起
き
て
い
る
。
特
に
国
保
加
入

世
帯
で
未
就
学
児
の
い
る
若
い
子

育
て
世
帯
は
厳
し
い
。
コ
ロ
ナ
終

息
が
見
え
て
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ

町
独
自
に
１
年
繰
り
上
げ
て
、
実

施
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
場
合
、
該

当
す
る
世
帯
数
、
必
要
な
予
算
額
、

対
象
者
の
保
険
税
の
平
均
、
軽
減

額
と
軽
減
率
、
今
年
度
末
の
基
金

残
高
を
問
う
。

Ａ
片
山
町
長　

概
算
で
は
１
３
１

万
１
３
０
０
円
と
想
定
さ
れ
る
。

Ａ
桜
井
保
健
福
祉
課
長　

基
金
残

高
は
令
和
２
年
度
末
見
込
み
で
４

６
４
２
万
６
千
円
で
あ
る
。

Ａ
芳
賀
税
務
課
長　

シ
ス
テ
ム
独

自
改
修
経
費
は
約
１
０
０
万
円
。

Ｑ　

元
年
度
も
ほ
ぼ
同
じ
４
６
４

３
万
円
で
、
近
年
は
漸
増
し
て
い

る
。
基
金
残
高
は
ど
の
程
度
が
適

正
か
、
子
育
て
世
帯
経
費
の
負
担

軽
減
を
比
較
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
桜
井
保
健
福
祉
課
長　

基
金
の

目
安
に
厳
格
な
ル
ー
ル
は
な
い
が
、

町
で
は
大
体
３
千
万
か
ら
４
千
万
、

５
千
万
と
想
定
し
運
営
し
て
い
る
。

Ａ
片
山
町
長　

国
保
関
係
以
外
で

も
厳
し
い
ご
家
庭
が
あ
り
、
全
体

を
見
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
経

済
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
２　

「
中
間
的
介
護
施
設
」
の
検

討
に
つ
い
て

Ｑ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

日
頃
の
熱
心
な
取
組
み
と
ご
苦
労

に
感
謝
し
て
い
る
。
先
日
不
幸
に

し
て
ご
自
宅
で
一
人
住
ま
い
の
方

の
事
故
死
が
起
き
た
。
こ
の
ケ
ー

ス
か
ら
手
術
後
に
体
力
が
弱
り
、

生
活
に
不
安
を
感
じ
る
と
い
う
方

が
短
期
間
で
も
安
心
し
て
安
全
に

過
ご
せ
る
場
、
介
護
施
設
の
手
前

の
中
間
的
な
何
ら
か
の
施
設
が
必

要
と
感
じ
た
が
所
見
を
問
う
。

Ａ
片
山
町
長　

理
想
と
し
て
は
ご

指
摘
の
と
お
り
だ
と
思
う
が
、
現

状
で
は
近
隣
の
老
健
施
設
等
を
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

対
応
し
た
い
。

Ｑ　

ニ
セ
コ
町
第
７
期
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
は
高
齢
者
緊
急
通

報
体
制
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
対
策
の
推
進
が
あ
る
。
例
え

ば
入
浴
だ
け
で
も
で
き
る
よ
う
な
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
ニ
セ
コ
医
院
の

２
階
部
分
の
活
用
に
よ
っ
て
、
可

能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
片
山
町
長　

今
ニ
セ
コ
町
で
は

民
間
系
の
も
の
の
可
能
性
は
ゼ
ロ

で
は
な
い
。
ニ
セ
コ
医
院
の
利
活

用
も
ま
た
幅
広
く
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ｑ
３　

除
雪
困
難
者
の
除
雪
支
援

の
シ
ス
テ
ム
検
討
に
つ
い
て　　

Ｑ　

ご
近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
80

歳
を
超
え
る
老
婦
人
が
、
自
宅
の

除
雪
を
高
齢
者
事
業
団
に
依
頼
し

た
が
、
込
み
合
っ
て
い
る
た
め
断

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
や
む
な
く
膝

が
痛
み
、
白
内
障
で
見
え
に
く
い

中
、
自
分
で
対
応
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
と
聞
い
た
。
こ
の
冬
の
連

続
的
な
降
雪
で
多
く
の
町
民
が
毎

日
の
除
雪
作
業
に
苦
労
し
、
屋
根

の
雪
下
ろ
し
な
ど
危
険
な
状
態
を

各
所
で
見
受
け
た
。

　

除
雪
支
援
の
人
材
確
保
、
高
齢

者
世
帯
の
実
態
把
握
に
よ
る
先
回

り
的
な
除
雪
支
援
の
シ
ス
テ
ム
を

作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
片
山
町
長　

ご
提
案
の
先
回
り

的
除
雪
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
高
齢

者
福
祉
向
上
の
観
点
か
ら
も
良
い

提
案
だ
が
、
今
は
ニ
セ
コ
の
雪
に

対
応
可
能
な
組
織
を
設
け
て
い
く

前
段
に
あ
る
。
現
状
況
で
は
個
別

対
応
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

Ａ
桜
井
保
健
福
祉
課
長　

除
雪
を

必
要
と
す
る
人
の
全
て
の
情
報
が

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
な
い
の
が

現
状
で
、
色
々
の
情
報
を
得
た
中

で
調
整
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
年
は
あ
る
意
味
災
害
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
。
福
祉
の
枠
を
超
え
た

地
域
、
身
内
、
そ
し
て
地
方
自
治

体
、
国
な
ど
も
含
め
た
本
当
の
対

応
が
必
要
と
考
え
る
。

一般質問　高木直良　議員

国民健康保険税、子どもの均等割軽
減の１年繰上げ実施を

システムの独自改修経費などから厳し
い　別途経済対策を検討する
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
予
防
接
種
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
羊
蹄
山
麓
７
町
村
と
シ
ミ

ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
と
の

間
で
予
防
接
種
に
係
る
支
援
等
を

目
的
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
済
対
策
に
つ
い
て

は
「
商
品
券
発
行
事
業
」、「
事
業

者
経
営
維
持
・
未
来
支
援
給
付
金

事
業
」、「
観
光
施
設
持
続
化
支
援

給
付
金
事
業
」、「
飲
食
店
等
応
援

割
引
ク
ー
ポ
ン
発
行
支
援
事
業
」、

「
ニ
セ
コ
応
援
福
袋
販
売
促
進
事

業
」、「
ニ
セ
コ
町
買
物
相
談
・
配

達
代
行
等
支
援
事
業
」、「
ニ
セ
コ

フ
ォ
ト
チ
ャ
レ
支
援
事
業
」、「
綺

羅
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
ニ
セ

コ
元
気
回
復
事
業
」、「
ニ
セ
コ
町

中
小
企
業
特
別
融
資
事
業
」、「
ニ

セ
コ
町
勤
労
者
福
祉
厚
生
資
金
支

援
事
業
」、「
ニ
セ
コ
町
飲
食
・
宿

泊
元
気
回
復
支
援
事
業
」、「
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
」、

「
ニ
セ
コ
町
旅
行
商
品
商
談
会
出

展
事
業
」、「
公
共
施
設
内
事
業
者

経
営
維
持
給
付
金
事
業
」、「
ス
キ

ー
場
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
対
策
強
化
支
援
事
業
」、

「
第
３
セ
ク
タ
ー
経
営
維
持
給
付

金
事
業
」
を
行
っ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
ニ
セ
コ
町
観
光
回
復

イ
ベ
ン
ト
開
催
支
援
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収

束
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
中

止
し
て
お
り
ま
す
。

倶
知
安
厚
生
病
院
第
二
期
整
備
の

推
進
に
つ
い
て

　

倶
知
安
厚
生
病
院
の
二
期
整
備

に
つ
い
て
は
、
羊
蹄
山
麓
７
町
村

で
構
成
す
る
倶
知
安
厚
生
病
院
医

療
機
能
検
討
協
議
会
と
北
海
道
厚

生
連
の
間
で
、
令
和
２
年
１
月
23

日
に
整
備
費
に
関
す
る
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
後
さ
ら
に
議
論
を
し
て
、

厚
生
病
院
に
つ
い
て
は
羊
蹄
山
麓

町
村
の
み
な
ら
ず
、
岩
宇
地
区
、

南
後
志
地
区
の
７
町
村
の
二
次
医

療
圏
と
し
て
の
公
的
医
療
機
関
と

し
て
の
役
割
も
大
変
大
き
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
今
回
の
整
備
に
つ

い
て
一
定
の
負
担
を
お
願
い
し
た

く
協
議
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
般
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
、

14
町
村
で
構
成
す
る
新
た
な
推
進

協
議
会
を
設
立
し
、
会
長
に
倶
知

安
町
長
、
副
会
長
に
蘭
越
町
長
、

岩
内
町
長
、
寿
都
町
長
が
互
選
さ

れ
、
今
後
負
担
に
つ
い
て
協
議
を

さ
ら
に
重
ね
る
合
意
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

概
算
事
業
費
で
33
億
１
４
０
０

万
円
で
当
初
の
概
算
が
28
億
２
０

０
０
万
円
か
ら
、
４
億
９
４
０
０

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
建
築
単
価
の
増
と
発
熱
外
来

や
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
等
４
４

１
㎡
増
築
に
よ
る
１
・
７
億
円
の

増
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
負
担
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
町
村
割
、
主
に
は
入
院
や
通
院

患
者
の
総
数
を
率
で
掛
け
て
算
出

し
た
額
で
、
山
麓
７
町
村
は
90
・

48
％
、
そ
の
他
の
岩
宇
、
南
後
志

で
９
・
52
％
負
担
し
ま
す
。
本
町

の
負
担
分
は
、
ニ
セ
コ
町
は
倶
知

安
町
に
次
い
で
入
院
・
通
院
の
患

者
数
が
多
く
、
負
担
率
は
６
・
59

％
と
な
り
、
現
在
の
概
算
事
業
費

は
総
額
で
２
億
１
８
３
３
万
７
０

０
０
円
で
す
。

　

こ
れ
は
建
築
工
事
費
、
設
計
監

理
費
、
解
体
工
事
、
そ
れ
か
ら
移

転
に
伴
う
機
材
の
シ
ス
テ
ム
等
の

移
転
費
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
額
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
後
詳
細
な
設

計
に
入
っ
た
段
階
で
、
多
少
こ
の

金
額
に
つ
い
て
は
変
動
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で

す
。

ニ
セ
コ
駅
前
温
泉
綺
羅
乃
湯
地
下

水
調
査
に
つ
い
て

　

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
あ
る
程
度
使
え
る
水
量
で

あ
っ
た
も
の
の
、
予
定
し
た
水
量

よ
り
若
干
少
な
い
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
色
度
の
数

値
が
基
準
値
を
超
え
た
た
め
、
今

後
も
し
活
用
す
る
と
な
れ
ば
、
色

度
を
取
る
た
め
に
大
き
な
お
金
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
災
害
等
が
あ
れ
ば
、
こ

こ
か
ら
水
を
使
う
こ
と
も
で
き
る

こ
と
か
ら
、
状
況
を
み
な
が
ら
再

開
で
き
る
か
ど
う
か
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
５
月
19
日
第
５
回
臨
時
議
会
で
、

地
下
水
調
査
を
行
っ
た
井
戸
に
つ

い
て
は
廃
止
す
る
工
事
費
の
専
決

処
分
を
承
認
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
定
例
会
行
政
報
告�

（
町
長
分
一
部
抜
粋
）

倶知安厚生病院
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ニッキー&アニッキー　　　　の温泉談義　№４

　　　　 全員協議会

＋猪狩議長

ねえ、アニッキー、「全員協議会」って何？

そういえば、公開か非公開かとか、議事録のことなどが報道されているね。

議会ではどういう位置にあるのか知りたいね。

ああ、議長の猪狩さんがきたから聞いてみよう。

全員協議会は、議会の本会議や委員会とは別に、議員同士の協議や行政からの重要な政策案

件の事前説明を受けたりする場なんだ。

また、本会議の審議の過程で、必要に応じて、議会を休憩にして話し合いをしたり、議員相互

や執行機関との意見調整する場合もあるよ。

＆  本会議のように傍聴や記録はされるの？

傍聴については、委員会と同様に議長の判断によると定められている。今年の1月の全

員協議会では10名の町民が傍聴に来たんだよ。

2008（平成20）年、法に定められニセコ町議会会議規則に位置付けられた会議だから会

議の概要や出席議員氏名等必要な事項の記録を作成する必要があるんだ。

新
庁
舎
で
は
３
階
が
議
会
の

ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
議
場
は
、
町
民
の
方
々
に
も

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
町

民
ホ
ー
ル
」
と
い
う
名
前
を
採
用

し
ま
し
た
。

議
場
と
し
て
は
、
道
内
で
は
ま

だ
珍
し
い
円
形
型
で
す
。
議
場
の

形
態
は
ニ
セ
コ
町
議
会
・
ニ
セ
コ

町
の
理
念
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
面
式
と
異
な
り
、
町
民
・
議
会
・

行
政
間
の
緊
張
感
を
感
じ
に
く
く

し
、
議
員
同
士
も
顔
を
見
な
が
ら

議
論
が
で
き
る
よ
う
に
と
決
め
ま

し
た
。

傍
聴
席
は
議
員
・
職
員
と
同
じ

高
さ
の
フ
ロ
ア
に
あ
り
、
間
近
で

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
採
用
し
た
の
で
、
車

椅
子
を
ご
利
用
の
方
も
傍
聴
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
と
連

動
し
た
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
の
で
、

庁
舎
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
テ
レ

ビ
で
議
会
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
隣
接

し
て
い
る
の
で
、
小
さ
い
お
子
様

連
れ
の
方
も
議
場
に
入
ら
な
く
て

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
開
か
れ
た
議
会
」
実
現
の
た

め
、
ニ
セ
コ
町
議
会
は
少
し
ず
つ

で
す
が
確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

町
民
ホ
ー
ル
の
紹
介

円形型議場

議会中継を操作するモニター



令
和
３
年（
２
０
２
１
年
）６
月
１
日
発
行　
　
　
　
　
　
■ 

編
集・発
行　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会�

■ 

印
刷　
㈱
総
北
海

議
会
だ
よ
り

第
１
８
５
号

北
海
道
虻
田
郡
ニ
セ
コ
町
字
富
士
見
55
番
地

０
１
３
６-

４
４-

２
１
２
１

旧庁舎の引越準備
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こんな活動しています 町民活動紹介 №４

　中央連合町内会は、ＪＲニセコ駅を中心とした中央地
区７つの町内会（中央１～７町内）で構成されています。
ニセコ町内では唯一の「連合町内会」で、約 150 世帯、
260人が、小松弘幸会長とともに町内の行事に参加した
り、会員が手を携えてイベントを行っています。
　町が行う各種スポーツ大会には、「中央チーム」として
参加。秋の狩太神社祭には「子供みこし」を奉納し、み
こし行列に参加しています。
　町内会行事は親睦と環境整備を目的とした花見や新年
会、草刈等のほか、七夕には子供たちが「ロウソクもらい」
で各家を回り、お盆には「全町盆踊り大会」を開催。秋には、
住民が文字を彫り収穫した約 1000 個のカボチャが歩道
と家々に並び、ハロウィンのランタンが駅前や玄関先を
照らします。
　住民が楽しく安心して生活するとともに、子供たちに
ふるさとの思い出を残せるような町に。それが中央連合
町内会の活動の思いです。
（事務局長　佐竹久蔵）

　

令
和
元
年
７
月
か
ら
工
事
が

進
め
ら
れ
て
き
た
役
場
新
庁
舎

が
完
成
し
、
業
務
が
始
ま
り
ま

し
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ
旧
庁
舎

と
も
５
月
５
日
を
も
っ
て
お
別

れ
と
な
り
、
寂
し
さ
を
感
じ
た

の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

新
庁
舎
は
防
災
セ
ン
タ
ー
を

備
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
来
庁

者
の
皆
さ
ん
に
も
や
さ
し
く
、

機
能
性
に
富
ん
だ
設
計
に
な
っ

て
い
ま
す
。
議
場
は
道
内
で
も

珍
し
い
円
形
状
で
、
議
場
の
あ

る
３
階
か
ら
望
む
羊
蹄
山
や
ア

ン
ヌ
プ
リ
の
絶
景
は
圧
巻
で
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
議
場
見
学
、
議
会
傍

聴
に
来
て
下
さ
い
ね
。�（
小
松
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委 

員 

長
　
高
木
　
直
良

副
委
員
長

　
斉
藤
う
め
子

委
　
　
員

　
木
下
　
裕
三

委
　
　
員

　
小
松
　
弘
幸

編
集
後
記

議会HPは
こちらから
ご覧になれます

＜ニセコ町中央連合町内会＞

表
紙
写
真
を
読
む

　
５
月
６
日
か
ら
新
庁
舎
で
の
業

務
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
す
ぐ
隣
の
新
庁
舎
へ
の
引
越
し

と
は
い
え
、
無
事
に
引
越
し
を
行

う
の
は
大
変
で
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

の
移
動
や
書
類
の
段
ボ
ー
ル
箱
詰

め
は
職
員
の
手
で
連
休
前
に
行
い
、

連
休
中
に
業
者
が
運
ん
だ
箱
を
５

月
４
、５
日
に
所
定
の
場
所
に
正

確
に
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
分
散
し
て
い
た
組
織
が
１
か
所

に
集
ま
り
、効
率
的
な
業
務
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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